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グリーンランド北西部ボードイン氷河における氷厚変化
Ice thickness change of Bowdoin Gletscher, northwestern Greenland
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グリーンランド氷床沿岸に多数存在するカービング氷河では、近年氷河流動の加速によって海洋へ流出する氷フラッ
クスが増加している。この変化は、氷床表面の融解増加と同様に氷床の体積変化および海水準変動に重要な役割を担っ
ている。最近では、人工衛星データを用いてカービング氷河の氷厚変化が明らかになってきている。しかしながら、ア
クセスの困難さ等の問題から、現地観測が実施されてきたカービング氷河は限られている。従ってその多くは現地観測
データによる補正および検証を行わずに人工衛星データのみで議論しているため、見積もられた氷厚変化量の精度は限
られている。
本研究では、人工衛星データ解析から得た数値標高モデル（DEM）と現地でのGPS測量データを用いて、グリーンラ

ンド氷床北西部に位置するボードイン氷河（77o41’18”N, 68o29’47”W）の 2007-2013年の氷厚変化量を明らかにするこ
とを目的とした。DEMの作成には、2007年 8月 20日と 2010年 9月 4日に撮影された陸域技術観測衛星（ALOS）で得
られたパンクロマティック立体視センサー（PRISM）画像を用いた。直下および後方視画像を、ステレオ視モニターおよ
びデジタルフォトグラメトリソフトウェアを使用したデジタル図化機を用いて処理した。また 2013年 7月に GPSを用
いて、氷河の中央流線と 3本の横断測線に沿って表面高度測量を行った。その結果、氷河の中央流線と 3本の横断測線に
おける平均氷厚変化は、-16.3±4.0 m（-5.3 m yr−1：2007-2010年）、-10.8±4.0 m（-3.8 m yr−1：2010-2013年）であった。
特に氷河末端から約 800 mに位置する横断測線では、上流部よりも氷厚の減少が顕著であることがわかった。観測領域全
体を通して、過去 6年間で氷厚減少速度は小さくなっていることが明らかになった。今後も継続的に氷厚が減少すれば、
氷河末端の崩壊（カービング）が予想される。今後はより多時期に及ぶ氷厚、氷河末端位置の変動や表面流動速度の解
析を進めてボードイン氷河の体積変化を明らかにするとともに、近年の氷厚減少メカニズムを明らかにする予定である。
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